
ジュニアドクター育成塾連絡協議会資料

2022.1.21 津山高専（H30年度採択）

１．突出した才能を見出し育成する

２．科学を楽しむ文化を醸成する
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「５σ」の逸材へ，発掘して育てる
ジュニアドクター育成塾
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プログラム概要



第
１
段
階

深化学習

研究能力の涵養

ふかめよう！

科学センスの涵養

共感学習

たずねてみよう！

興味喚起と適正の気付き

体験学習

やってみよう！
２σ

３s

第
２
段
階

個別育成プログラムの立案
研究室マッチング
研究企画立案支援

論文，学会発表，科学コンテストで発信

つきぬけろ！

研究活動

５s

SSH, GSC，
JrドクターOP

中学卒業

第1段階，第2段階プログラム概要
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企画会議 （実施責任者 校長）

報告

実施主担当者
実施担当者
シニアメンター
専任事務員

実施担当者会議

メンター会議

シニアメンター
学生メンター

企画・連携室（事務担当・窓口）

募集実績
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H30年度 R01年度 R02年度 R03年度

7/10 募集告知
9/10 募集〆切

募集実績 73名
9/20 書類審査

48名選抜
9/22,23面談審査

40名選抜

計40名選抜

4/20 募集告知
6/21 募集〆切

募集実績 29名
6/25 書類審査

29名選抜
6/29,30

面談審査
29名選抜

9/31 追加募集
4名応募

10/12 追加面談審査
4名選抜
計33名選抜

4/ 1 募集告知
7/17 募集〆切

募集実績 18名
7/20 書類審査

18名選抜
7/27,28,31,8/3,4

面談審査
18名選抜

8/31 追加申込み1名
9/12 追加面談審査

1名選抜

計18名選抜

4/ 1 募集告知
7/23 募集〆切

募集実績 24名
7/28 書類審査

24名選抜
7/31,8/1

面談審査
24名選抜

計24名選抜

実施体制



実施状況(第4期生)

8/ 7 開講式・洋学資料館講演
8/28 Scratchプログラミング（オンライン実施）
9/11 情報リテラシー（オンライン実施）
9/25 光って何？化学って何？光の化学実験室
10/ 2 「奥出雲たたらと刀剣館」

「奥出雲多根自然博物館」見学
10/16 カラフルなプラナリアを作ってみよう
11/ 6 二足歩行ロボット制御プログラミング
11/13 「ライフパーク倉敷科学センター」見学
12/ 4 電子回路実験
12/18 CAD/CAM（SolidWorks）
1/ 8 CAD/CAM（3DPrinter）
1/22 探究活動発表会
2/ 5 修了式

二足歩行ロボット制御
プログラミングの学習

（第7回目11/6）

研究者倫理（第6回目10/16）
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浮沈子WS（第4回目9/25）

受講生の様子

広範に科学に興味を持つ児童生徒の集まり
遊楽的に参加している児童も見受けられる

継続して，各回，探究活動の進め方の講義，
不思議体験ワークショップを実施



募集・選抜方法
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H30 R01 R02 R03

選抜
方法

書類選抜
（「未来の科学・技術へ
の私のゆめ，ぼくのゆ
め」＋推薦文）

面接選抜
（「鉛筆のスケッチ」
＋数列の推定課題）

書類選抜
（「未来の科学技術へ
の私のゆめ，ぼくのゆ
め」）

面談選抜
（浮沈子）

書類選抜
（「未来の科学技術へ
の私のゆめ，ぼくのゆ
め」）

面談選抜

書類選抜
（「未来の科学技術へ
の私のゆめ，ぼくのゆ
め」）

面談選抜

選抜
基準

表現力，論理性，発想
力を5段階評価

表現力，論理性，発想
力を5段階評価

表現力，論理性，発想
力を5段階評価

表現力，論理性，発想
力を5段階評価

H30 課題A41枚「未来の科学技術への私のゆめ、僕のゆめ」＋推薦者推薦文
書類審査＋面談審査（課題の説明，スケッチ，簡単な算数の問題）
論理性，独創性，表現力を評価

R01 推薦者推薦文を省略（応募の敷居を下げる目的）
応募者数が定員に達さなかったため、応募者全員を受け入れた
「浮沈子」の面談課題説明
課題の説明と質疑応答で，論理性，独創性，表現力を評価

R02 面談をオンラインで実施
応募者数が定員に達さなかったため、応募者全員を受け入れた
書類課題の説明と質疑応答で，論理性，独創性，表現力を評価

R03 面談を対面で実施
応募者数が定員に達さなかったため、応募者全員を受け入れた
書類課題の説明と質疑応答で，論理性，独創性，表現力を評価
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受講生の内訳

40名

男女比率

学年比率

地域比率

第二期生2019年度第一期生2018年度

33名

第三期生2020年度

18名

男子

70%

女子

30%

男子

85%

女子

15%

男子

89%

女子

11%

52%
25%

17%

3% 3%

小5
小6

中1

中2中3

30%

18%
34%

9%
9%

小5

小6
中1

中2
中3

33%

17%22%

11%
17% 小5

小6中1

中2

中3

津山市

57%美作市

17%
鏡野町

2%

真庭市

3%

勝央町

5%

美咲町

10%

久米南町

3%

吉備中央町

3%

津山市

34%

美作市

15%

鏡野町

15%

真庭市

12%

勝央町

3%

美咲町

6%

備前市

6%

岡山市

3%

倉敷市

3%

笠岡市

3%

津山市

44%

美作市

5%鏡野町

5%

真庭市

11%

吉備中央町

6%

岡山市

17%

倉敷市

6%

兵庫県姫路市

6%

第四期生2021年度

24名

男子

79%

女子

21%

50%

21%

4%

8%
17%

小5

小6
中1

中2

中3

津山市

38%

美作市

4%

鏡野町

13%

真庭市

9%
新見市

4%

赤磐市4%

総社市8%

岡山市8%

倉敷市

4%

瀬戸内市

8%



募集告知・案内

津山市教育委員会
チラシの配布協力,校長会での広報
小中理科部会・科学作品展での広報

岡山大学，岡山理科大学，倉敷芸術科学大学
プレイベントへのブース出展協力

有効な取り組み：
１．プレイベント（参加者：72名（保護者込み130名））

（R2年度・R3年度はコロナ禍の為中止）

HP掲載
オープンキャンパス
チラシを配布（県下小中学校，県外）
理科部会教員を訪問（学校訪問）
岡山県内市町村広報誌掲載（10市町村）
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２．美作サイエンスフェアで追加募集広報（4名の申込み）（R1年度）

３．オンラインプレイベント（R2年度・R3年度コロナ禍の対応）
Youtubeに「プログラミングの世界へようこそ！」等コンテンツを掲載
（R2年度18コンテンツ，R3年度24コンテンツ）
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１．メンターの体制の強化
・津山高専内学生 16名
・メンター研修（2回実施）

コミュニケーション，ファシリテーター研修
・メンター通信の発行
・メンター独自企画実施による自律性の養成

２．受講生へのフィードバック
・メンター研修（2回実施）による受講生への接し方教育
・ポートフォリオの受講生管理
・「良いとこカード」受講生間のピア評価によるフィードバック

３．第二段階プログラム受講生の支援
・基本スキルの習得（津山市開催のロボコンへ出場する際に必要となる
micro:bitプログラミング，TinkerCAD，3D-Printer操作など）

・自律的探究活動の支援（学内研究室に研究生として配属）

R03年度に特に注力して取り組んだ内容

４．遠隔指導の構築
・Teamsによる常時連絡体制の構築
・課題の提示と回答回収
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今年度に選抜した受講生の状況
第一段階および第二弾段階の受講生の伸長

選抜直後の様子 現在の状況

第１段階

受講生

24名

男19

女 5

応募者に対して「未来の科学技術への私のゆめ，ぼくの

ゆめ」というテーマでの作文課題を与え、それを応募資料

として提出させた。提出された資料を確認したところ、ア

ニメやゲームに出てくるようなロボットや特殊な道具を作

りたいというような、絵空事なものが少なくなかった。科

学への関心・興味はあるものの、現在の科学技術や物理現

象がどのようにして起こるのかということについての理解

度が低いようであった。

第１段階プログラムでは、物理・化学・生物・機械・電気・情報

などの様々な分野の体験学習をすることで、科学のほんの一端では

あるものの、現実の物理現象のとらえ方が少しずつ変化してきてい

る。

また、自発的な研究活動にも挑戦し、不思議なことや疑問に思う

ことについて、小さな「気づき」から「なぜなんだろう」と考察す

るようになりつつある。

第２段階

受講生

18名

男16

女2

本校教員のもとで、各自が希望する研究テーマにじっく

りと取り組んでいくこととなったが、当初の状況では必要

となる知識や技能が乏しい状態であった。

例えばロボット制作を希望した受講生たちは、CADや3Dプリンタ

の操作に関する知識や技術を身につけ、大会競技ルールに適したオ

リジナルなロボットを作成し、12/12に開催されたロボコン大会に

出場することができた。

また、VTuberに関するテーマでは、モーションセンサや3D編集ソ

フトなど必要となる情報技術をいちから学習し、その成果をサイエ

ンスカンファレンスで発表することができた。

他のテーマについてもそれぞれ同様に、研究を遂行する上で必要

となる知識や技能を徐々に身に着けることができている。
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受講生の伸長（コンテスト等の実績を含む）

年度 コンテスト等名称 人数

H30 該当なし

R01 ・第24回つやまロボットコンテスト「決めろトライ!!ラグビーロボコン」

（津山総合体育館） →ロボコンドリームエッグ賞受賞

・津山市児童・生徒科学作品展（津山リージョンセンター） →出展の賞状

・サイエンスカンファレンス →情報・工学融合分野賞、特別賞受賞

・第69回岡山県児童生徒科学研究発表会（岡山理科大学）

・ゲズンロイドのプログラミング工作（福岡市科学館）

・第83回岡山県児童生徒発明くふう展 →岡山県教育委員会教育長賞受賞

7名

9名

2名

1名

1名

1名

R02 ・サイエンスカンファレンス（研究発表・グループセッション）→審査員特別賞受賞（2名）

・第25回つやまロボットコンテスト「狙えダンク！バスケットボールロボコン」→デザイン賞受賞

・「集まれ！科学への挑戦者」 →奨励賞受賞（1名）

・第70回岡山県児童生徒科学研究発表会（岡山理科大学） →岡山県教育委員会教育長賞、仁科賞受賞

・第3回小・中学生ジュニア学会 →優秀賞受賞（1名）

・第84回岡山県児童生徒発明くふう展 →入選（1名）

・津山市児童・生徒科学作品展 →優秀賞他

3名

8名

2名

2名

2名

1名

4名

R03 ・サイエンスカンファレンス（研究発表・交流会） →アイデア賞，プレゼンテーション賞

・第26回つやまロボットコンテスト「素早くキレイに！お掃除ロボコン」

・第71回岡山県児童生徒科学研究発表会（岡山理科大学） →仁科賞、山陽技術振興会会長賞受賞

2チーム（4名）

2チーム（8名）

2名

第1段階プログラム
深化学習のポスター発表は任意であるが，受講生の8割は提出する．講義の内容を理解して，独創

性を感じられる子供らしい身近なテーマ設定と，自ら確認できる実験や測定をもとに報告する例が多
く見受けられ，学習による伸長が確認できる（過去2年分の発表ポスターを本人の許諾を得て冊子に
まとめて発行した（R2年度））．

第2段階プログラム
個別に特色のあるテーマで実施され，進捗の程度の差は大きいが，進みの速いテーマについては，

県内の科学コンテストで高く評価される事例が出ている．令和1年度のジュニアドクター育成塾サイ
エンスカンファレンスにおいて2名が表彰される成果を得て，本人の大きな自信になり，その後の活
動が加速された．
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受講生の伸長とメンター活動を含む指導との関わりの分析

指導体制
シニアメンター
メンター会議，メンター通信，メールによる連絡

R03 年度メンター研修の内容
2回実施＋メンター企画プログラムの実施

9/25 事業説明，ファシリテーター，コミュニケーション研修
11/ 6 研修＋実地指導
1/ 8 メンター企画による教育プログラム実施

メンターの役割
受講生のグループ学習におけるファシリテーター
探究活動の相談役

メンター間のコミュニケーションの状況とマネジメントの工夫（これまでの改善点）およびコロナ
禍の対応

メンター制度ガイドラインの作成
メンター通信
メンターのスキルアップ計測シートによる自己評価
メンターの主体的活動の導入（メンター企画によるプログラムを実施）

美作大学短期大学部居原田准教授による「ことば拾い」による受講生とメンターとの関わりの
分析を実施（ R01 ～）

受講生の「つぶやき」を支援することの重要性が指摘された．事前に講義の目的を伝
えることで，自由に言葉を発することを保証することが必要と提案された．
答えを教えるのではなく「問いかけ」による誘導は成功しているが，考えることを強

制して答えに誘導している点が課題．共に考える，共感する，といった主体性を尊重し
た受講生への支援へ発展させることが提案された．
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受講生への評価のフィードバックを含めた個々の学びのPDCAについて

個別受講生への評価のフィードバックの仕組み
「伸長度チェックシートとポートフォリオ」

育てたい能力･資質に対応した9項目について，６段階で自己評価を記録．ポートフォ

リオに保管し，随時参照

ポートフォリオは自宅へ持帰り．ワークシートと合わせ保護者にも目を通してもらう

ことでフィードバックの効果を高める

各回の事後アンケートと合わせて受講生の伸長度を評価

受講生全体の伸長度評価
「言葉拾いよる分析」

グループディスカッション中の言葉の変化を分析

「言葉拾い」を実施し，テキストマイニングによる分析の試み
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第二段階における自発的な研究活動の概要

研究分野・研究テーマ 内容説明 配属

数学分野
youtube の動画【ピタゴラ】きょうのスレスレ～かいてん編～
【スターウォーズ】の図形を詳細に研究する。

2名

ロボット製作 オリジナル小型対戦ロボットの製作をする。 4名

電気回路（ロボット、センサー）
二足歩行ロボット、センサ、プログラミングなどの基礎的なことを学習した後、自分の
作りたいものを提案して作成する。

3名

モーター制御，ラジコン制作など，
モータに関連した自由な研究

モータの制御と，その応用法に関する研究。はじめにモータの使い方や制御法を学習し
た後，ものづくり（ラジコンなど何でも）を通じてモータの応用法を研究する。

2名

太陽電池をうまくつかう方法をしら
べる

いろいろなところで見かけるようになった太陽電池を使ってたくさんの電気を発電する
にはどうすればよいか，実験を通じて考える。

1名

Unity、VTuber
比較的にシンプルなゲームや、スマホアプリなどの制作ツールであるUnityを使って、3 
次元CGによる自分達専用のアバターを作成し，それを操作することでバーチャル
YouTuber として活躍する。

3名

科学全般
Micro:bitを活用や、身の回りにある測定し難いものを工夫して計測するなど、種々のテー
マを与え、オンラインで探究活動の指導を行う。

2名

ロボコン
CADやプログラムに関する基礎的なスキルの習得し、競技用ロボットを製作する。その後、
12月の「つやまロボコン」大会に参加する。
（8名中7名は上記研究と重複して配属）

8名
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今後の重点課題

・第一段階受講生の確保
現状では毎年度新規に40名の定員を満たすことは困難である。近隣市町村から

の申し込みが頭打ちになる中、県南の岡山市，倉敷市や蒜山，備前市など遠方か

らの申し込みが増加していることを鑑み、オンライン受講も視野に受講生を確保

することを検討したい。

・第一段階プログラムの継続運用
学内で本事業活動が認知され，継続的運営の仕組みは構築された。メンターの

育成を含め受講生評価の仕組みも構築されつつある。継続して改善に取り組む。

・第二段階プログラムの指導体制の構築
これまでは当初計画の研究室が進まず、実施主担当者が全員の個別の探究活動

を指導、受講生数が多くなると対応しきれていなかった。

令和2年度の推進委員会実地調査コメントで、第二段階プログラム遂行の組織内

体制強化の必要性の指摘を受け、学内の協力をトップダウンで要請した．

令和3年度から第二段階受講生を各研究室の配属し、それぞれが希望するテーマ

への取り組みを支援し、自発的な学習を行う環境を構築しつつある。次年度もこ

の運営方針を継続して、塾生の才能を伸ばしていくことに取り組む。


